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受療行動と予防的保健行動との関連
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　一般住民が日常的に実施する保健行動である，受療行動と予防的保健行動との関連を明らかにし，これら

の行動に影響を与える要因を探索することを目的とした。対象は東京都某区に在住する40～59歳の国民健康

保険加入者とした。各対象に自記式調査票を配布し，禁煙，節酒，十分な睡眠，運動，規則正しい食事，定

期的な健康診断の6種類の予防的保健行動の実施状況と，健康に対する意識としての健康への関心などを調

査した。次に調査票の回答者から600人を無作為抽出し，診療報酬請求明細書を用いて，過去1年間の受療

の有無，初診回数，再診回数，初診と再診を合計した受療回数などを調査した。そしてこれらの変数間の関

連を分析した。

　予防的保健行動間の関連では，禁煙と節酒，禁煙と規則正しい食事，禁煙と定期的な健康診断，節酒と規

則正しい食事，運動と規則正しい食事，運動と定期的な健康診断，規則正しい食事と定期的な健康診断の間

で正の関連がみられ，予防的保健行動同士が密接につながっていることが示された。受療行動と予防的保健

行動との関連では，定期的な健康診断を実施している者の方が受療したことのある者の割合が高く，また受

療回数，再診回数が多かった。しかしそれ以外の予防的保健行動は受療行動とほとんど関連がみられなかっ

た。健康への関心との関連では，予防的保健行動を実施している者，受療があった者，受療回数および再診

回数が多い者ほど，「健康のことが気になる」，「健康について考えることが多い」傾向がみられた。

　以上の結果から，受療行動と予防的保健行動は，それぞれ健康に対する意識と強い関連をもっているにも

かかわらず，行動同士の関連は弱いことが示された。
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